
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 東北福祉大学 

設置者名 学校法人栴檀学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

総合福祉学部 

社会福祉学科 
夜 ・

通信 

34 

34 113 181 13  

福祉心理学科 
夜 ・

通信 
34 82 150 13  

福祉行政学科 
夜 ・

通信 
34 42 110 13  

総合マネジメン

ト学部 

産業福祉マネジ

メント学科 

夜 ・

通信 
18 35 87 13  

情報福祉マネジ

メント学科 

夜 ・

通信 
18 38 90 13  

教育学部 

教育学科初等教

育専攻 

夜 ・

通信 
12 103 149 13  

教育学科中等教

育専攻 

夜 ・

通信 
12 68 114 13  

健康科学部 

保健看護学科 
夜 ・

通信 
0 82 116 13  

リハビリテーシ

ョン学科作業療

法学専攻 

夜 ・

通信 
0 41 75 13  

リハビリテーシ

ョン学科理学療

法学専攻 

夜 ・

通信 
0 45 79 13  

医療経営管理学

科 

夜 ・

通信 
0 77 111 13  

総合福祉学部 

(通信教育部) 

社会福祉学科 
夜 ・

通信 
 15 

0 15 13  

福祉心理学科 
夜 ・

通信 
2 17 13  

（備考） 

 



２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
■通学課程 

本学ホームページにおいて公表 
（https://www.tfu.ac.jp/education/s9n3gg00000144jj-att/s9n3gg00000144ru.pdf） 

 

■通信制課程 

本学ホームページ＞学部・大学院＞通信教育部＞レポート課題集(シラバス)の「実務経

験のある教員等による授業科目一覧」において公表 

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/report.html） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

/education/s9n3gg00000144jj-att/s9n3gg00000144ru.pdf


様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東北福祉大学 
設置者名 学校法人栴檀学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学ホームページにおいて公表（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/officer.html） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 
令和 3 年 12 月 6 日

～令和 5 年 12 月 5

日 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 会社役員 
組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 東北福祉大学 
設置者名 学校法人栴檀学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 
■通学課程 
すべての授業科目について、授業の目的、到達目標（学習成果）、授業の概要、授業の

進め方と方法、成績評価の方法と基準、年間の授業計画、その他の事項を記載した授業計
画書(シラバス)を作成し、学生および一般に公表している。作成過程は下記のとおりであ
る。 
毎年度、教務部委員会シラバス小委員会において検討された結果を受けて「シラバス作

成要領」を作成し、学内 Web システムであるユニバーサルパスポートで次年度担当科目の
ある全教員に配布。教員は、Web システム上で各自の担当科目の要領にしたがってシラバ
スを作成する。作成後、「シラバス小委員会」委員が中心となって各学科で「シラバスの第
三者チェック」を行い、その代表者が「シラバス確認終了届」に押印をする。その終了届
を添え、「シラバス小委員会」の代表者が、教務部長宛に「シラバスの適正性に関する確認
報告書」を提出する。 
作成・公表時期は下記のとおりである。 
作成：毎年度末 2月から 3月下旬 
公表時期：前年度の 3 月下旬から当該年度の 3月下旬まで。 
 
■通信制課程 

すべての授業科目について、授業の方法及び内容、授業の計画、到達目標、成績評価の
方法や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)として『レポート課題集』を作
成し、学生および一般に公表している。作成過程は下記のとおりである。 
毎年度、教務部委員会シラバス小委員会において検討された結果を受けて「シラバス作

成要領」を作成し、次年度担当科目のある全教員に配付。教員は、各自の担当科目の要領
にしたがってシラバスを作成する。作成後、「シラバス小委員会委員」が中心となって各学
科で「シラバスの第三者チェック」を行い、その代表者が「シラバス確認終了届」に押印
をする。その終了届を添え、「シラバス小委員会」の代表者が、教務部長宛に「シラバスの
適正性に関する確認報告書」を提出する。 
作成・公表時期は下記のとおりである。 
作成時期：毎年度末 12月から 2月下旬 

公表時期：前年度の 3月上旬に『レポート課題集』として刊行し、前年度の 3月下旬まで

にホームページ上で公表。 

授業計画書の公表方法 

■通学課程 
本学ホームページにおいて公表（https://www.tfu.ac.jp/education/curriculum.html） 

■通信制課程 

本学ホームページにおいて公表（https://www.tfu.ac.jp/tushin/report.html） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

■通学課程 
毎年、教員はシラバスを作成するにあたって、「シラバス作成要領」を参照しながら、

「授業時間外の学習（予習・復習等）」「評価の方法・基準」を具体的かつ客観的に記載

している。また、卒業論文の評価については、各学科が「卒業論文・卒業研究の評価基

準、手続き」を定め、ホームページにおいて公表している。（「トップ＞大学について＞

大学の理念＞各種方針＞学修成果の評価の方針＞学修成果の評価の方針（アセスメン

ト・ポリシー）＞卒業論文・卒業研究の評価基準と手続き」

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/assessment_policy.html） 

 このようにシラバスやホームページなどの手段によって学生にあらかじめ示した客観

的な方法・基準に基づき評価し、単位を認定している。 

 

■通信制課程 

毎年、教員は通信教育部のシラバスにあたる『レポート課題集』を作成するにあたって、

「シラバス作成要領」を参照しながら、「授業時間外の学習（予習・復習等）」「評価の方

法・基準（評価割合）」を具体的かつ客観的に記載している。また、卒業研究の評価につい

ては、「評価基準、手続き」を定め、『レポート課題集』及びホームページにおいて公表し

ている。（「トップ＞学部・大学院＞通信教育部＞レポート課題集(シラバス)＞卒業研究」 

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/report/2022/ZZ5991Y.pdf） 

 このように『レポート課題集』やホームページなどの手段によって学生にあらかじめ示

した客観的な方法・基準に基づき評価し、単位を認定している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

■通学課程 

1）客観的な指標として「累積ＧＰＡ」を位置づけ、毎年度、大学ホームページにて 

公表している。 

2）算出方法については、次の計算式による。 

GPA=（「秀」の単位数× 4 ＋「優」の単位数× 3 ＋「良」の単位数× 2 ＋「可」の

単位数× 1 ＋「不可」の単位数× 0）／（履修登録した科目の単位数合計（「不可」

「無資格」「放棄」を含む）） 

3)成績評価の適切な実施に関わる取り組みについては、各学生が履修した科目の成 

績に基づき、上の算出方法によって GPAを算出している。 

4）各学年の年度末において GPAが 1.2未満だった場合には、アカデミック（サブ）ア 

ドバイザー（各学年のリエゾンゼミ担当教員等）による面談や学修の仕方のアドバイ 

スを受ける制度があることや、卒業時においては GPAが 1.5未満である場合は「卒業 

認定試験」を受ける必要があることが、各学部の便覧にて周知されている。 

 

■通信制課程 

1)客観的な指標として「通算ＧＰＡ」を位置づけ、算出方法・利用方法は大学ホーム 

ページにて公表している。 

2)算出方法については、次の計算式による。 

GPA=（「秀」の単位数× 4 ＋「優」の単位数× 3 ＋「良」の単位数× 2 ＋「可」の

単位数× 1 ＋「不可」の単位数× 0）／（履修登録した科目の単位数合計（「不可」

を含む）） 

3)成績評価の適切な実施に関わる取り組みについては、各学生が履修した科目の成績 

に基づき、上の算出方法によって GPAを算出している。 

4）卒業時においては GPAが 1.5未満である場合は「口答試問」を受ける必要があるこ 

とが、『学習の手引き』にて周知されている。 



客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

■通学課程 

GPAの算出方法、GPAを活用した学修の振り返りや学修支援及び卒業要件 

・冊子体として在学生に配布される各学部の便覧の他、 

・本学ホームページ（トップ＞在学生の方へ＞学生便覧 STUDENT HANDBOOK）

にて公表している。（https://www.tfu.ac.jp/students/arpn890000001r6d-

att/s9n3gg0000016vek.pdf） 

■通信制課程 

GPA の算出方法、GPA を活用した学修の振り返りや学修支援及び卒業要件 

冊子体として在学生に配付される『学習の手引き』『レポート課題集』の他、

本学ホームページ（トップ＞学部・大学院＞通信教育部＞学習の手引き）、（ト

ップ＞学部・大学院＞通信教育部＞レポート課題集＞レポート課題集 A）にて

公表している。 

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/tebiki.html） 

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/report/pdf/report2022A1.pdf） 
４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

■通学課程 
卒業認定・学位の授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を全学、各学部学科で定

め、HP（トップ ＞大学について ＞大学の理念＞教育方針(3 ポリシー等)＞東北福祉大学

(学部・学科について)＞東北福祉大学の教育方針等において公表している。 

また、本学学則（第 46 条）において卒業の条件が明記されており、HP および学生便覧

等において公表されるとともに、年度初めの新入生および在校生のガイダンスにおいても

学生に周知している。本学の場合、卒業要件単位数 124 単位（学科によっては 125 単位）

と各学科にて定められた科目群ごとに必要単位の修得、卒業時通算 GPA1.50 以上が求めら

れている。通算 GPA が 1.50 未満の学生に対しては「卒業認定試験」を課し、合格した者

に卒業を認定している。 

 

■通信制課程 

卒業認定・学位の授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定め、ホームページ（URL：

https://www.tfu.ac.jp/tushin/tebiki.html）等において公表している。 

 また、通信教育部学則（第 31 条）において卒業要件が明記されており、ホームページお

よび『学習の手引き』等において公表されている。なお、通信教育部では、修業年限 4年

以上、卒業要件単位 124単位の修得、各学科にて定められた科目群ごとに必要単位の修得、

「卒業試験」または「卒業研究」に合格、通算 GPA1.5 以上が求められている。通算 GPA1.5

未満の学生に対して「口頭試問」を課し、合格した者に卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学ホームページにおいて公表している。 

■通学課程 
東北福祉大学の教育方針 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/tfu.html） 

東北福祉大学学則 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/regulations.html） 

■通信制課程 
東北福祉大学通信教育部「学習の手引き」 

（https://www.tfu.ac.jp/tushin/tebiki.html） 

 

 

 

 

 

 

 



様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 東北福祉大学 
設置者名 学校法人栴檀学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

収支計算書又は損益計算書 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

財産目録 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

事業報告書 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 

監事による監査報告（書） 
本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/finance.html） 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：令和 4（2022）年度事業計画(抜粋) 対象年度：令和 4年度） 

公表方法：本学ホームページにおいて公表(https://www.tfu.ac.jp/aboutus/plan2022.html) 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/evaluation.html） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：本学ホームページにおいて公表 
 （https://www.tfu.ac.jp/aboutus/arpn890000001glc-att/arpn89000000419v.pdf） 

 

 

 

 

 

 

 



（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 総合福祉学部（社会福祉学科、福祉心理学科、福祉行政学科） 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

  社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

  福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

  福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 

（概要）総合福祉学部は、多角的視野から教育・研究に取り組み、知識、技術、

社会的実践力を錬磨し、福祉社会の実現に資する人材の育成を目的としてい

る。そして、「社会福祉学科」「福祉心理学科」「福祉行政学科」のそれぞれの目的

が定められている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

  社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

  福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

   福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 

（概要）総合福祉学部における「卒業認定に関する方針」は、「身につけるべき資質／

能力の目標」としては、社会における諸課題を理解する為の基礎的知識をもとに課題

を分析／説明し、他者と共に課題解決に取り組むことができる。そのための、文章作

成能力、ICT活用技術、統計知識、論理的思考力、問題発見・問題解決能力、他者への

共感性、コミュニケーション能力が十分備わっている。高い倫理観を持ち社会的責任

を果たす意志のもとに社会の中でリーダーシップを発揮し、身の回りから国際社会ま

で、人びとの幸せや地域の福祉の向上に寄与することができると定めている。また、

「学位授与の要件」としては、各学科の必要単位数、必修科目要件、GPA要件を満たす

こと。各学科の教育目標が定める知識・技術を修得し、上記の能力を備えた者に各学

位を授与すると定めている。これら卒業の認定に関する方針は、「社会福祉学科」「福

祉心理学科」「福祉行政学科」においてもそれぞれ定められている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

  社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

  福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

  福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 

（概要）総合福祉学部の「教育課程の編成及び実施に関する方針」については「教育課

程編成」(キャリア教育)「学修方法・学修課程」「学修成果の評価の在り方」の各分野

において定められている。そして学部の方針を受けて「社会福祉学科」「福祉心理学

科」「福祉行政学科」の各方針が定められている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcw.html） 

  社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dsw.html） 

  福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dwp.html） 

  福祉行政学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dswa.html） 



（概要）広く人々の幸せや福祉の向上に貢献したい人。各学科の教育・研究目

的に共鳴し、主体性を持って人々とともに学ぶ意欲を持った人。各学科の教育

内容を学修するのに十分な基礎学力、共感力、コミュニケーション能力、論理

的思考力を備え、実践にいかす意欲を持った人。多様な文化を理解し共存でき

る柔軟性を持った人の入学を期待すると定められている。そして学部の方針を

受けて「社会福祉学科」「福祉心理学科」「福祉行政学科」の各方針が定められてい

る。 

学部入学希望者に対して、各学科の卒業認定・学位授与の方針（DP）、教育課程編成・

実施の方針（CP）、入学者受入れの方針（AP）を明示したうえで、入学試験制度ごとの

出願資格・選抜方法を設定し、総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜のいずれにおい

ても、「学力の 3 要素」（①知識・技能、②思考力・判断力・表現力等、③主体性を持

ち多様な人々と協働しつつ学習する態度）を多面的・総合的に評価している。 

また、「学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定」について、各入試終了後、入

学者選抜委員会から学部・学科および専攻ごとに、入学者受入れの方針に基づき公正

かつ適正に実施されているかを点検・評価し、（旧）IRセンター経営情報分析室に報

告している。IRセンターからのデータ分析に基づいて、入学者選抜委員会で毎年検討

し、入学者選抜試験の実施、3ポリシーの検証、高大連携等についても改善に努めてい

る。 



学部等名 総合マネジメント学部(産業福祉マネジメント学科､情報福祉マネジメント学科) 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

  産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

  情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 

（概要）総合マネジメント学部では、人間活動におけるマネジメントの知識と能力を

もち、リーダーシップを発揮しうる人材を育成することを目的としていることが定め

られている。そのもとで、「産業福祉マネジメント学科」「情報福祉マネジメント学

科」のそれぞれの目的が定められている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

  情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 

（概要）総合マネジメント学部における「卒業の認定に関する方針」は、学士課程教

育のなかで、社会科学におけるさまざまな分野の知識、考え方を身に付けるとともに、

「自己責任能力」、「社会性」、「思考力（論理的、創造的、批判的）」を養い、学士

としての「質保証」の要請に応えると定められ、そのもとで、「産業福祉マネジメン

ト学科」「情報福祉マネジメント学科」のそれぞれの方針が定められている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 

（概要）総合マネジメント学部における「教育課程の編成及び実施に関する方針」は、

幅広い職業人養成のために社会性の涵養を重視した学修を行います。初年次

から行われるリエゾンゼミにおいて「PBL」という問題解決型の学修で社会の

さまざまな問題をテーマにしながら、「リーダーシップ」、「協調性」、「プ

レゼンテーション能力」、「社会性」、「社会の一員としての倫理」などを身

に付けます。また、職業人に必要な「キャリア・マインド」のためのキャリア

教育、インターンシップも取り入れると定めている。そのもとで、「産業福祉マネ

ジメント学科」「情報福祉マネジメント学科」のそれぞれの方針が定められている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fcm.html） 

産業福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmiw.html） 

情報福祉マネジメント学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dmwi.html） 

（概要）総合マネジメント学部における「入学者の受入れに関する方針」については

「企業」「行政」「福祉」「教育」「医療」など幅広い職業人の育成を目的とし、その

ためのマネジメント能力を育成します。アドミッション・ポリシーとして求めるもの

は「将来像をもつ進路意識」「学びに対してポジティブな姿勢」「ビジョンの形成」

「公共性・倫理観」などであると定められている。そのもとで、「産業福祉マネジメ

ント学科」「情報福祉マネジメント学科」のそれぞれの方針が定められている。 

学部入学希望者に対して、各学科の卒業認定・学位授与の方針（DP）、教育課程編成・

実施の方針（CP）、入学者受入れの方針（AP）を明示したうえで、入学試験制度ごと

の出願資格・選抜方法を設定し、総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜のいずれに

おいても、「学力の 3 要素」（①知識・技能、②思考力・判断力・表現力等、③主体

/aboutus/policy/dmiw.html
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学部等名 教育学部（教育学科） 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

教育学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

（概要）教育学部は、豊かな教養と人間性を基礎に据え、保育・教育への熱意、高度な

専門性、研修意欲等を備え、乳幼児・児童・生徒の保育・教育に柔軟に対応できる人材

を育成するという教育研究上の目的を定めている。学部の目的に従って教育学科の目

的が設定されている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

教育学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

（概要）教育学部における「卒業認定に関する方針」は、「考える楽しさ」「学ぶ喜

び」を育てる専門職として、乳幼児・児童・生徒一人ひとりの発達の特性を理解し適切

に対応し、学んだ諸能力を現場で効果的・柔軟に発揮して実践を行い、乳幼児・児童・

生徒や保護者を受容的に支援しながら、自らの「学び」を土台に、自ら考えたことや実

践したことについて省察する能力を有する学生に学位を授与すると定められている。

さらに、教育学科においては、学生が身につけるべき資質・能力についても定めてい

る。学部の方針に従って教育学科の方針が設定されている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

教育学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

（概要）教育学部における「教育課程の編成及び実施に関する方針」は、問題解決型

学習（PBL）や協同学習を積極的に活用し学士力向上をめざしていく科目を配

置するのはもちろんのこと、保育士や教員としての情熱や責任感を育み、乳幼

児・児童・生徒を理解し一人ひとりの気持ちによりそった対応ができるように

なるうえで必要な、保育系・教育系・特別支援教育系の講義・演習・実習など

を中心に配置しています。さらに、東北福祉大学のこれまでの実績をいかして、

福祉系科目や心理学系科目等も幅広く学び、乳幼児・児童・生徒をさまざまな

面から支援する方法を総合的に理解できるカリキュラムになっていると定め

ている。学部の方針に従って教育学科の方針が設定されている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

教育学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fe.html） 

  教育学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/de.html） 

性を持ち多様な人々と協働しつつ学習する態度）を多面的・総合的に評価している。 

また、「学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定」について、各入試終了後、

入学者選抜委員会から学部・学科および専攻ごとに、入学者受入れの方針に基づき公

正かつ適正に実施されているかを点検・評価し、（旧）IRセンター経営情報分析室に

報告している。IR センターからのデータ分析に基づいて、入学者選抜委員会で毎年検

討し、入学者選抜試験の実施、3ポリシーの検証、高大連携等についても改善に努めて

いる。 



（概要）教育学部における「入学者の受入れに関する方針」は、保育・教育にかかわる

者として乳幼児・児童・生徒をとりまく日常生活や周辺環境で生じる諸課題を広い視

野でとらえ、深く理解し対応できる力が必要になる。そのため入学後の学修や実践に

必要な知識を有し、それらを自律的な学修によって伸ばしていこうとする向上心と意

欲、保育・教育に貢献していこうとする使命感を有する学生の入学を期待すると定め

ている。学部の方針に従って教育学科の方針が設定されている。 

学部入学希望者に対して、各学科の卒業認定・学位授与の方針（DP）、教育課程編成・

実施の方針（CP）、入学者受入れの方針（AP）を明示したうえで、入学試験制度ごとの

出願資格・選抜方法を設定し、総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜のいずれにおい

ても、「学力の 3 要素」（①知識・技能、②思考力・判断力・表現力等、③主体性を持

ち多様な人々と協働しつつ学習する態度）を多面的・総合的に評価している。 

また、「学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定」について、各入試終了後、入

学者選抜委員会から学部・学科および専攻ごとに、入学者受入れの方針に基づき公正

かつ適正に実施されているかを点検・評価し、（旧）IRセンター経営情報分析室に報

告している。IRセンターからのデータ分析に基づいて、入学者選抜委員会で毎年検討

し、入学者選抜試験の実施、3ポリシーの検証、高大連携等についても改善に努めてい

る。 

 

学部等名 健康科学部（保健看護学科、リハビリテーション学科、医療経営管理学科） 

教育研究上の目的（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 

（概要）健康科学部における「教育研究上の目的」は、ヒューマニティやノーマライゼ

ーションを基本に、人間を全人的に捉え、「生命の尊重」「人としての尊厳」を基盤に

もつ人材を育成することを目的としている。そして、「保健看護学科」「リハビリテー

ション学科」「医療経営管理学科」の目的がそれぞれ定められている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

  医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 

（概要）健康科学部における「卒業の認定に関する方針」は、社会人としての一般教養

と汎用的能力、人間性、倫理性を身に付け、保健・医療・福祉の専門職にふさわしい知

識と実践力を備え、卒業に必要な所定の単位を修得した者に学位を授与とすると定め

られており、それに基づき「保健看護学科」「リハビリテーション学科」「医療経営管

理学科」の方針がそれぞれ定められている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URL にて公表

している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

  医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 



（概要）健康科学部における「教育課程の編成及び実施に関する方針」は、充実した

総合基礎科目（基盤教育科目）とリエゾンゼミによる人間性、社会性、倫理性

の涵養を図り、医学・医療にかかわる基礎知識から専門的知識への学びの展開

を行い、技術の修得と実践力向上のための豊富な現場実習への融合を行えるよ

うにします。さらに、課題研究などを設けて、応用的思考や創造力の養成を行

うことを方針としている。この方針に基づき「保健看護学科」「リハビリテーション学

科」「医療経営管理学科」の方針がそれぞれ定められている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学部学科とも下記の URLにて公表している） 

学部（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/fhs.html） 

保健看護学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dn.html） 

リハビリテーション学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dr.html） 

  医療経営管理学科（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/policy/dheq.html） 

（概要）健康科学部における「入学者の受入れに関する方針」は、医学・医療について

関心を持ち、自らの人間性、社会性、創造性を高め、本学の建学の精神「行学一如」に

則り、保健・医療・福祉の領域における専門的知識と実践能力を身に付けることで社

会貢献をめざす人材を求めると定めている。この方針に基づき「保健看護学科」「リハ

ビリテーション学科」「医療経営管理学科」の方針がそれぞれ定められている。 

学部入学希望者に対して、各学科の卒業認定・学位授与の方針（DP）、教育課程編成・

実施の方針（CP）、入学者受入れの方針（AP）を明示したうえで、入学試験制度ごとの

出願資格・選抜方法を設定し、総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜のいずれにおい

ても、「学力の 3 要素」（①知識・技能、②思考力・判断力・表現力等、③主体性を持

ち多様な人々と協働しつつ学習する態度）を多面的・総合的に評価している。 

また、「学生募集方法及び入学者選抜制度の適切な設定」について、各入試終了後、入

学者選抜委員会から学部・学科および専攻ごとに、入学者受入れの方針に基づき公正

かつ適正に実施されているかを点検・評価し、（旧）IRセンター経営情報分析室に報

告している。IRセンターからのデータ分析に基づいて、入学者選抜委員会で毎年検討

し、入学者選抜試験の実施、3ポリシーの検証、高大連携等についても改善に努めてい

る。 

 

学部等名 総合福祉学部（通信教育部）社会福祉学科、福祉心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：学科ごとに下記の URLにて公表している） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shafuku.pdf） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shinri.pdf） 

（概要）多角的視野から教育・研究に取り組み、知識、技術、社会的実践力を錬磨し、福

祉社会の実現に資する人材の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学科ごとに下記の URLにて公表している） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shafuku.pdf） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shinri.pdf） 

（概要）通信教育部の教育目標を理解し、124 単位の単位取得と要件、求められる GPA

を満たした上で、社会福祉学または心理学の知識と技能・技術を修得し、各学科で定

める資質能力について実践を通して理解を深めた人物に学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学科ごとに下記の URL にて公表し

ている） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shafuku.pdf） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shinri.pdf） 



（概要）通信教育部では、「印刷教材による授業」「面接授業」「放送授業」「メディアに

よる授業」「実習」「卒業研究」「卒業試験」等の多様な学習方法による学習環境を整備

している。 

これらの学習から「社会福祉実践力」または「心理実践力」を身に着けます。 

各科目の成績評価は、到達目標の達成度（一部にルーブリック評価を導入）、学修過程

（レポート、スクーリングなどへの参加状況）を踏まえて行われる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：学科ごとに下記の URLにて公表している） 

社会福祉学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shafuku.pdf） 

福祉心理学科（https://www.tfu.ac.jp/tushin/education/policy_shinri.pdf） 

（概要）通信教育部では、「主体性を持って人々とともに学ぶ意欲を持った人」「社会福

祉学または心理学を学び、人々の幸せや福祉に貢献したい人」を求めている。さらに、幅

広い年齢層を対象に学修機会を提供する生涯学習機関として、通信教育の学修方法を理解

し、学びを実践にいかしたいという意欲をもっている方の入学を期待している。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/disclosure.html） 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

総合福祉学部 － 29人 33人 15人 5人 1人 83人 

総合マネジメント学部 － 9人 9人 2人 1人 0人 21人 

健康科学部 － 21人 15人 12人 14人 5人 67人 

教育学部 － 24人 21人 2人 1人 1人 49人 

附置研究所 － 0人 1人 0人 0人 0人 1人 

その他 － 0人 0人 0人 0人 1人 1人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 

■通 学 課 程  261人 

■通信制課程   139人 400人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 
    （https://www.tfu.ac.jp/education/professors.html） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学ホームページにおいて公表（https://www.tfu.ac.jp/fd/outline/greet.html） 

 

 

 

 

 

 



④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

総合福祉学部 620人 628人 101.3％ 2,480人 2,594人 104.6％ 0 人 3人 

総合マネジメント学部 200人 207人 103.5％ 800人 871人 108.9％ 0人 3人 

教育学部 250人 255人 102.0％ 1,000人 1,056人 105.6％ 0人 1人 

健康科学部 230人 249人 108.3％ 920人 1,014人 110.2％ 0人 0人 

合計 
(通信教育部を除く) 1,300人 1,339人 103.0％ 5,200人 5,535人 106.4％ 0人 7人 

総合福祉学部(通信教育部) 800人 432人 54.0％ 3200人 2139人 66.8％ 0人 263人 

（備考） 

・編入学者内訳＝社会福祉学科 3 年次編入 3 名、産業福祉マネジメント学科 3 年次編入 1 名、情報福祉

マネジメント学科 2年次編入 1名、3年次編入 1名、教育学科初等教育専攻 3年次編 1名。 

・編入学定員は欠員の範囲内。 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

総合福祉学部 
686人 

（100％） 

23人 

（  3.4％） 

595人 

（  86.7％） 

68人 

（  9.9％） 

総合マネジメ

ント学部 

221人 

（100％） 

3人 

（  1.4％） 

186人 

（  84.1％） 

32人 

（  14.5％） 

教育学部 
281人 

（100％） 

6人 

（  2.1％） 

260人 

（  92.6％） 

15人 

（  5.3％） 

健康科学部 
245人 

（100％） 

6人 

（  2.4％） 

226人 

（  92.3％） 

13人 

（  5.3％） 

合計 
1433人 

（100％） 

38人 

（  2.7％） 

1267人 

（  88.4％） 

128人 

（  8.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

【進学先】東北福祉大学大学院、宮城教育大学大学院、福島大学大学院、山形大学大学院 

【就職先】宮城県、仙台市、秋田県、山形県、福島県、厚生労働省、法務省仙台矯正管区、仙台国税庁、

海上保安庁、宮城県警察、仙台市消防局、宮城県社会福祉協議会、仙台市社会福祉協議会、東京都社会福

祉事業団、日本年金機構、幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭、高等学校教諭、特別支援学校教諭、養

護教諭、愛泉会、宮城厚生福祉会、仙台キリスト教育児院、東北大学病院、仙台市立病院、仙台医療セン

ター、アイリスオーヤマ、東日本旅客鉄道、七十七銀行、ヤマハ、バイタルネット 

（備考） 

 

  



c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

社会福祉学科 
473人 

（100％） 

425人 

（89.9％） 

23人 

（4.9％） 

24人 

（5.1％） 

1人 

（0.2％） 

福祉心理学科 
138人 

（100％） 

127人 

（92.0％） 

2人 

（1.4％） 

8人 

（5.8％） 

1人 

（0.7％） 

福祉行政学科 
116人 

（100％） 

108人 

（93.1％） 

2人 

（1.7％） 

6人 

（5.2％） 

0人 

（0.0％） 

総合福祉学部

計 

727人 

（100％） 

660人 

（90.8％） 

27人 

（3.7％） 

38人 

（5.2％） 

2人 

（0.3％） 

産業福祉マネ

ジメント学科 

119人 

（100％） 

106人 

（89.1％） 

8人 

（6.7％） 

5人 

（4.2％） 

0人 

（0.0％） 

情報福祉マネ

ジメント学科 

117人 

（100％） 

106人 

（90.6％） 

5人 

（4.3％） 

6人 

（5.1％） 

0人 

（0.0％） 

総合マネジメ

ント学部計 

236人 

（100％） 

212人 

（89.8％） 

13人 

（5.5％） 

11人 

（4.7％） 

0人 

（0.0％） 

教育学科 
288人 

（100％） 

272人 

（94.4％） 

7人 

（2.4％） 

9人 

（3.1％） 

0人 

（0.0％） 

教育学部計 
288人 

（100％） 

272人 

（94.4％） 

7人 

（2.4％） 

9人 

（3.1％） 

0人 

（0.0％） 

保健看護学科 
92人 

（100％） 

87人 

（94.6％） 

3人 

（3.3％） 

2人 

（2.2％） 

0人 

（0.0％） 

リハビリテー

ション学科 

91人 

（100％） 

81人 

（89.0％） 

5人 

（5.5％） 

2人 

（2.2％） 

3人 

（3.3％） 

医療経営管理

学科 

80人 

（100％） 

71人 

（88.8％） 

4人 

（5.0％） 

5人 

（6.3％） 

0人 

（0.0％） 

健康科学部系 
263人 

（100％） 

239人 

（90.9％） 

12人 

（4.6％） 

9人 

（3.4％） 

3人 

（1.1％） 

合計 
1,514人 

（100％） 

1,383人 

（91.3％） 

59人 

（3.9％） 

67人 

（4.4％） 

5人 

（0.3％） 

（備考） 

【添付・転科による増減】 

総合福祉学部      増減 0    内訳：社会福祉学科 2名増、1名減 福祉心理学科 1名減 

総合マネジメント学部  2名増  内訳：産業福祉マネジメント学科 1名増  

情報福祉マネジメント学科 1名増 

教育学部        1名増  内訳：教育学科 1名増 

健康科学部       3名減  内訳：リハビリテーション学科 3名減 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

  すべての授業科目について、授業の方法及び内容、年間の授業計画、到達目標、成績評価の 

方法や基準その他の事項が記載した授業計画書(シラバス)（＝通信教育部は『レポート課題 

集』）を作成し、学生および一般に公表している。作成過程では、作成要項を示すとともに「シ 

ラバス小委員会委員」が中心となって、担当教員以外の第三者チェックを行っている。 

 

 

 

 



⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

（学修成果の評価の基準）  

各科目の担当教員は学生・一般に公表されたシラバス（通信教育部は『レポート課題集』） 

に具体的かつ客観的に記載された「授業時間外の学習（予習・復習等）」「評価の方法・基準 

（評価割合）」など、学生にあらかじめ示した客観的な方法・基準に基づき評価し、単位を認 

定している。  

各年度・期間の学修成果の評価の客観的な指標として「累積（通算）ＧＰＡ」を位置づけ、 

算出方法・利用方法は本学ホームページにて公表している。  

（卒業認定にあたっての基準）  

卒業要件単位数 124 単位（学科によっては 125 単位）と各学科にて定められた科目群ごと

に 必要単位の修得、卒業時通算 GPA1.50 以上、（あわせて通信教育部は「卒業試験」また

は「卒 業研究」の合格）が求められている。通算 GPA が 1.50 未満の学生に対しては「卒

業認定試験」（通信教育部は「口頭試問」）を課し、合格した者に卒業を認定している。  

（卒業にあたっての学修成果の把握）  

卒業要件達成者が本学が求める学修成果＝「ディプロマポリシー」を達成しているかどうか 

については、卒業時アンケートで検証をしている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

総合福祉学部 

社会福祉学科 １２４単位 有 ４６単位 

福祉心理学科 １２４単位 有 ４６単位 

福祉行政学科 １２４単位 有 ４６単位 

総合マネジメント

学部 

産業福祉マネジメ

ント学科 
１２４単位 有 ４６単位 

情報福祉マネジメ

ント学科 
１２４単位 有 ４６単位 

教育学部 教育学科 １２４単位 有 ４６単位 

健康科学部 

保健看護学科 １２５単位 有 ４６単位 

リハビリテーショ

ン学科 
１２４単位 有 ４６単位 

医療経営管理学科 １２４単位 有 ４６単位 

総合福祉学部 

（通信教育部） 

社会福祉学科 １２４単位 有 ５０単位 

福祉心理学科 １２４単位 有 ５０単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 
（https://www.tfu.ac.jp/ir/gpa.html（成績評価分布＜GPA＞）） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 
（https://www.tfu.ac.jp/ir/assessment.html（学修成果の把握）） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/environment.html） 

 

  



⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

総合福祉

学部 

社会福祉

学科 
733,000円 100,000円 451,000円 

施設設備資金（241,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000円 年間） 

福祉心理

学科 
733,000円 100,000円 486,000円 

施設設備資金（241,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

実験設備維持費（35,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（ 20,000円 年間） 

福祉行政

学科 
733,000円 100,000円 451,000円 

施設設備資金（241,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000円 年間） 

総合マネ

ジメント

学部 

産業福祉

マネジメ

ント学科 

733,000円 100,000円 451,000円 

施設設備資金（241,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000円 年間） 

情報福祉

マネジメ

ント学科 

733,000円 100,000円 476,000円 

施設設備資金（241,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

実験設備維持費（25,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000円 年間） 

教育学部 教育学科 733,000円 100,000円 451,000円 

施設設備資金（241,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000円 年間） 

健康科学

部 

保健看護

学科 
1,000,000 円 100,000円 860,000円 

施設設備資金（300,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

実験設備維持費（250,000円） 

実習費（100,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000円 年間） 

リハビリ

テーショ

ン学科 

1,000,000 円 100,000円 860,000円 

施設設備資金（300,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

実験設備維持費（250,000円） 

実習費（100,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000 円 年間） 

医療経営

管理学科 
733,000円 100,000円 451,000円 

施設設備資金（241,000円） 

教育環境整備費（50,000円） 

厚生費（20,000 円） 

休学中の在籍料（120,000円 年間） 

休学中の厚生費（20,000円 年間） 

総合福祉

学部 
(通信教育部) 

社会福祉学科 100,000円 30,000円 30,000円 
その他の内訳：「施設設備資金

（30,000円）」及び「卒業に必要な

最低限のスクーリング受講料

（56,000円）（年間 8単位）」 
福祉心理学科 100,000円 30,000円 30,000円 

※実習費は、卒業に必須の場合のみ記載。その他、資格取得に当たっての課程履修費などが必要な場合もある。 

 

 



⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

■通学課程 

学生支援に関する方針を定め、その中の「修学支援」に関しては、以下のように定め取り

組んでいる。 

１．学修を円滑にすすめるための学修相談・指導を、教職員が相互連携して実施す  

る。また、必要に応じて補習・補充教育を実施する。 

２．学生自身の学修の履歴、成長の記録等を確認できる仕組みの構築に努め、学生  

の学修を支援する。 

３．留年者および休・退学者については、その状況把握とデータ管理・分析を行う  

とともに、早期のケアを含めた対応策を講じながら支援する。  

４．障がいのある学生が豊かな学生生活を過ごすことができるよう、学修や生活を  

組織的に支援する。 

５．図書館の機能を充実させ、その適切な活用法の指導を通じて自主的な学習活動  

を支援する。  
  また、経済的支援として大学独自奨学金と授業料減免を実施している。 

■通信制課程 

通信教育部ではわかりやすい印刷物を作成し、間違いのないよう学修活動に参加していた

だくことが一番の支援になると考え取り組んでいる。 

印刷物を読むだけでは不安な方へは、電話・メール・FAX・郵送・来校・Web 会議システム

など様々な方法で事務室への質問を受け付けている。入学初年度に学修に取り組めていない

学生へ電話相談等を行うことで、最初の一歩が踏み出せるようサポートしている。 

また、動画版学習ガイダンスで学修支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

■通学課程 

学生支援に関する方針を定め、その中の「進路支援」に関しては、以下のように定め取り

組んでいる。 

１． 学生の主体的なキャリア選択につながるよう、初年次キャリア教育を重視し職業への興

味を喚起するようなプログラムを提供する。 

２． 学生の多様なニーズに応えるために、学部・学科等との情報共有を図りながら、適切な

就職支援・キャリア教育を実施する。 

３． 学生の入学後の就職支援、個別進路相談、講座・ガイダンスの開催、各種セミナーを実

施する。 

４． 障がいのある学生・外国人留学生の個性、能力に応じた就職支援・キャリア教育を行

う。 

５． 卒業および修了後も就職活動を継続する卒業生・修了生に対しての就職支援を実施す

る。 

◎マッチング事業 

 ・求人情報提供  ・就職セミナー ・単独就活セミナー ・合同企業セミナー 

 ・キャリア懇談会 ・公務員セミナーなど 

◎各種ガイダンスやキャリア支援講座 

 ・4 年生フォローアップ講座 ・未内定者フォロー ・学科別キャリアガイダンス 

 ・福祉医療ガイダンス ・出前型出張ガイダンス（学科単位、ゼミ単位、クラブ単位、 

サークル単位） ・キャリア支援講座 ・各種筆記試験対策講座 

・履歴書・エントリーシート講座 ・面接力アップ講座 

・模擬面接＆グループディスカッション実践講座 ・就活基礎講座 ・学生個別支援 

◎障がい学生へのキャリア支援 

 ・障がいのある学生への支援として、健康管理課・学生相談室をはじめとする学内の各部

署と連携を図り対応する。 



◎卒業生のキャリア支援 

 ・就職活動を継続する卒業生に対して、求人情報提供、キャリア相談、書類添削、個別 

面談などを行い、就職先決定まで支援する。 

◎間接的支援事業 

 ・保証人・保護者を対象とする「教育懇談会」の開催 ・学科担当教員との学内連携 

 ・電話による進路聞き取り調査 ・ゼミ進路調査 

◎インターンシップ 

 ・キャリア教育の一環として、単位制就労実習（インターンシップ）を実施 

■通信制課程 

通信教育部の卒業者の活躍を機関誌『With』やホームページで紹介し、刺激にしてもらっ

ている。また、実際の現場を経験している教員が自身の体験を伝えること、学生自身の職業

経験を紹介することで、まわりの学生の刺激になっていることがキャリア教育につながると

考え取り組んでいる。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

■通学課程 

学生支援に関する方針を定め、その中の「生活支援」に関しては、以下のように定め取り

組んでいる。 

１． 各学部学科・研究科が目標とする人材養成の実現に向けて、学修指導及び福利厚生を 

充実させる。 

２．学生が自らの学修に専念することができる環境を整備する。 

３．学生の人間的成長と自立を促すための支援をする。 

４．学生が対等な個人として尊重される快適で安全な環境を提供する。 

５．学生一人ひとりが卒業後の進路を意識し、自らの質的向上を図るための支援をする。 

〇 身体の健康に係る支援として、健康管理課（保健室）と学内医療施設が体調不良・病

気、健康診断及びインフルエンザ無料接種、その他健康指導・相談に対応している。ま

た、ケガについては学生総合補償制度（責任賠償保険）に全学生が自動加入して補償して

いる。 

〇 精神的健康としての心の悩みなどについては、学生支援課の何でも相談や学生相談室で

の生活相談、その他悩みの質によって大学付属医療施設で専門的に対応している。また、

リエゾンゼミ担当教員をクラス担任とし、気軽かつ早期に相談ができる体制を確立して対

応している。 

■通信制課程 

通信教育のため、学生の日々の健康管理は自己管理が基本となる。 

精神的サポートとしての心の悩みなどについては、悩みの質によって学内の臨床心理相談

室などへつなぐ対応を行っている。 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学ホームページにおいて公表 

（https://www.tfu.ac.jp/aboutus/disclosure.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F104310100914

（備考）

内
訳

158人

84人

家計急変による
支援対象者（年間）

-

558人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

558人

後半期

524人

305人

146人

73人

学校名

設置者名

東北福祉大学

学校法人栴檀学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

540人

298人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

-

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

11人

11人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

-

ＧＰＡ等が下位４分の
１

123人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 123人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人


